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五
月
は
各
支
部
で
「
支
部
総
会
」

を
開
催
し
、
新
年
度
の
役
員
を
は
じ

め
、
方
針
や
予
算
な
ど
が
審
議
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

前
橋
支
部
は
十
六
日
に
開
催
。
支

部
長
に
㈱
蜂
巣
労
務
管
理
事
務
所
・

蜂
巣
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
学
ん
で
実
戦
、
み
ん
な
で
前
進
！
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
㈲
ク
ロ

フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
・
中
村
氏
を
招
い

て
基
調
講
演
を
行
い
、
約
二
〇
〇
名

の
参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

部
長
に
㈱
内
山
労
務
管
理
事
務
所
・

内
山
氏
が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
学
び
あ
い
、
教
え
あ
っ
て
困
難
に

立
ち
向
か
お
う
！
」
と
し
ま
し
た
。

総
会
議
事
終
了
後
は
㈱
エ
ー
ス
ワ
ー

ク
金
子
氏
が
「
実
践
経
営
！
人
材
が

活
力
を
生
む
〜
企
業
改
革
は
社
長
の

意
識
改
革
か
ら
〜
」
と
題
し
て
講
演

し
ま
し
た
。

桐
生
支
部
は
十
八
日
に
開
催
。
支

部
長
に
㈲
岡
田
電
気
設
備
・
岡
田
氏

が
再
選
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「
よ
り

良
い
会
を
め
ざ
し
、
よ
り
良
い
仲
間

を
増
や
し
ま
し
ょ
う
！
」
と
し
ま
し

た
。
第
二
部
の
意
見
交
換
会
／
懇
親

会
で
は
、
震
災
関
連
の
影
響
等
に
つ

い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

太
田
支
部
は
二
十
日
に
開
催
。
支

部
長
に
㈱
マ
テ
ハ
ン
・
島
山
氏
が
再

選
さ
れ
、
活
動
方
針
を
「『
絆
』
〜

思
い
を
つ
な
ぎ
、心
を
つ
な
ご
う
〜
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
大
和
証

券
㈱
高
崎
支
店
・
古
橋
氏
が
「
日
本

経
済
の
見
通
し
〜
東
日
本
大
震
災
の

影
響
を
ど
う
見
る
か
〜
」
と
題
し
て

講
演
し
ま
し
た
。

沼
田
支
部
は
二
十
六
日
に
開
催
。

支
部
長
に
㈲
ノ
ー
ム
ラ
ン
ド
高
橋
・

高
橋
氏
が
選
任
さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
今
こ
そ“

経
営
者
魂‘

を
燃
や
せ
！
」

と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は
出
席
者

全
員
参
加
に
よ
る
「
経
営
目
標
交
換

会
」
を
開
催
。
単
年
度
の
目
標
を
互

い
に
発
表
し
合
い
ま
し
た
。

渋
川
吾
妻
支
部
は
十
八
日
に
開

催
。
支
部
長
に
㈲
小
林
電
気
工
業

所
・
小
林
氏
が
選
任
さ
れ
、
活
動
方

針
を
「
笑
顔
で
経
営
！
心
は
ひ
と

つ
！
」
と
し
ま
し
た
。
第
二
部
で
は

未
来
工
業
㈱
・
山
田
氏
（
岐
阜
同
友

会
）
を
招
き
、
「
楽
し
て
、
儲
け

る
！
〜
発
想
と
差
別
化
の“

型
破
り

経
営
論‘

〜
」
と
題
し
た
記
念
講
演

を
行
い
ま
し
た
。

（
各
支
部
と
も
新
年
度
役
員
一
覧
は

本
紙
次
頁
か
ら
紹
介
し
て
い
ま
す
）

２
０
１
１

２
０
１
１
年
度
の
活
動
ス
タ
ー
ト

年
度
の
活
動
ス
タ
ー
ト
 

２
０
１
１
年
度
の
活
動
ス
タ
ー
ト

各
支
部
総
会
を
開
催

各
支
部
総
会
を
開
催
 

各
支
部
総
会
を
開
催

高
崎
支
部
は
十
三

日
に
開
催
。
支
部
長

に
㈱
キ
ム
ラ
ビ
ジ
ネ

ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
・
高
橋
氏
が
再
選

さ
れ
、
活
動
方
針
を

「
取
り
組
も
う
、
有

事
想
定
経
営
！
」
と

し
ま
し
た
。
第
二
部

で
は
Ｉ
Ｐ
Ｆ
㈱
・
市

川
氏
が
「
ユ
ー
ザ
ー

本
意
の
モ
ノ
づ
く
り

〜
多
方
向
か
ら
の
視

点
が
新
た
な
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
生
み
出
す
！

〜
」
と
題
し
て
基
調

報
告
し
ま
し
た
。

伊
勢
崎
支
部
は
二

十
四
日
に
開
催
。
支
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（
順
不
同
・
敬
称
略
） 
各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介 
各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介 
各
支
部
役
員
紹
介

各
支
部
役
員
紹
介 
各
支
部
役
員
紹
介 

﹇
支

部

長
﹈

㈱
蜂
巣
労
務
管
理
事
務
所

社
　
長
　
蜂
巣
　
史
良

﹇
副
支
部
長
﹈

㈱
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

社
　
長
　
山
越
志
津
子

㈲
サ
ン
テ
ッ
ク
ス

社
　
長
　
田
村
　
徳
良

﹇
運
営
委
員
﹈

森
永
群
馬
乳
製
品
販
売
㈱

社
　
長
　
中
島
　
保
廣

萩
原
設
備
㈱

萩
原
佐
知
子

㈱
ア
ー
キ
ズ
ム
あ
す
か
設
計

社
　
長
　
小
林
　
光
義

㈱
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

社
　
長
　
町
田
　
英
之

㈲
都
丸
洋
服
店常

　
務
　
都
丸
　
　
剛

㈱
Ｍ
Ｏ
設
計

社
　
長
　
海
老
沼
久
之

と
　
も

所
　
長
　
亀
田
　
好
子

松
木
制
作
所

代
　
表
　
松
木
　
剛
一

﹇
監
　

事
﹈

㈲
種
幸
商
店

社
　
長
　
村
山
　
英
樹

﹇
顧
　

問
﹈

蔵
前
産
業
㈱

社
　
長
　
橋
本
　
　
勝

関
東
防
災
工
業
㈱

社
　
長
　
宮
崎
　
精
一

﹇
支

部

長
﹈

㈱
キ
ム
ラ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ

社
　
長
　
高
橋
　
寿
明

﹇
副
支
部
長
﹈

㈱
ア
イ
テ
ク
シ
ス
テ
ム

社
　
長
　
戸
塚
　
美
秀

㈱
堤
組
舗
装

社
　
長
　
堤
　
　
謙
治

マ
ル
シ
ン
産
業
㈱

社
　
長
　
提
箸
　
康
裕

﹇
運
営
委
員
﹈

真
下
労
務
サ
ポ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス

代
　
表
　
真
下
　
俊
明

㈱
Ａ
―
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ

社
　
長
　
朝
岡
　
伸
江

川
上
機
工
㈱

社
　
長
　
吉
池
　
　
睦

ソ
ニ
ー
生
命
保
険
㈱

生
沼
　
英
治

㈱
山
岸
製
作
所社

　
長
　
山
岸
　
良
一

三
朋
企
業
㈱

社
　
長
　
宮
石
　
喜
康

関
東
興
業
㈱

専
　
務
　
佐
藤
　
浩
二

㈲
高
崎
ク
エ
イ
ル

社
　
長
　
串
田
　
幹
雄

㈲
山
一
製
作
所社

　
長
　
佐
藤
　
茂
樹

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

代
　
表
　
村
山
　
秀
樹

﹇
青
年
部
顧
問
﹈（
兼
務
）

末
高
販
売
㈱

専
　
務
　
水
野
　
龍
太

﹇
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
﹈（
兼
務
）

㈲
太
雅
建
物

社
　
長
　
太
田
　
雅
之

﹇
青

年

部
﹈（
兼
務
）

㈱
石
関
工
範

石
関
　
幸
男

㈲
石
井
設
備
サ
ー
ビ
ス

専
　
務
　
石
井
　
洋
志

﹇
会
　

計
﹈（
兼
務
）

㈱
群
馬
計
理

社
　
長
　
五
十
嵐
正
子

﹇
会
計
監
査
﹈（
兼
務
）

上
武
印
刷
㈱

部
　
長
　
小
川
　
祥
子

﹇
顧
　

問
﹈

㈱
大
五
建
設

社
　
長
　
小
井
土
　
靖

㈱
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル

会
　
長
　
佐
藤
　
雄
二

﹇
支

部

長
﹈

㈱
内
山
労
務
管
理
事
務
所

社
　
長
　
内
山
　
修
一

﹇
副
支
部
長
﹈

群
馬
合
金
㈱

社
　
長
　
六
本
木
恒
宏

マ
ル
バ
シ
経
営
労
務
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
　
表
　
丸
橋
　
正
幸

コ
ガ
ッ
ク
ス
㈱会

　
長
　
古
賀
　
義
朗

三
和
商
会

代
　
表
　
五
十
嵐
徳
英

エ
ム
設
備
企
画専

　
務
　
稲
葉
　
敬
祐

﹇
運
営
委
員
﹈

後
藤
ガ
ッ
ト
㈲社

　
長
　
後
藤
　
昌
甲

㈱
日
乃
出

社
　
長
　
古
郡
　
　
登

㈱
日
本
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
工
業

社
　
長
　
桑
原
　
啓
一

㈲
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス

社
　
長
　
榎
原
　
栄
一

池
田
製
作
所

代
　
表
　
池
田
　
裕
作

石
川
製
作
所

専
　
務
　
石
川
　
信
也

㈱
井
下
時
計
店社

　
長
　
井
下
　
泰
伸

㈱
鹿
島
自
動
車
（
カ
ー
・
ヴ
ェ
ル
ク
）

専
　
務
　
奥
野
　
　
豊

㈱
グ
ラ
ン
テ
ッ
ク

取
締
役
　
畑
　
　
裕
樹

㈲
中
央
旅
行

社
　
長
　
中
島
　
省
三

ハ
ロ
ー
商
事
ギ
フ
ト

代
　
表
　
佐
藤
　
剛
史

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー社

　
長
　
高
橋
　
大
之

﹇
相

談

役
﹈

㈱
中
　
島

相
談
役
　
中
島
　
徳
衛

﹇
会
計
監
査
﹈

大
進
建
設
㈱

専
　
務
　
齋
藤
　
暢
廣

﹇
支

部

長
﹈

㈲
岡
田
電
気
設
備

社
　
長
　
岡
田
　
善
孝

前
橋
支
部

前
橋
支
部 

前
橋
支
部 

高
崎
支
部

高
崎
支
部 

高
崎
支
部 

伊
勢
崎
支
部

伊
勢
崎
支
部 

伊
勢
崎
支
部 

桐
生
支
部

桐
生
支
部 

桐
生
支
部 
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﹇
副
支
部
長
﹈

㈲
花
ぶ
さ
　
太
田
店

店
　
長
　
花
房
　
崇
享

㈱
邦
　
和

専
　
務
　
丹
羽
　
孝
宜

㈱
ア
イ
ク
ル
ー部

　
長
　
平
岩
　
健
男

﹇
運
営
委
員
﹈

赤
城
養
鶏
牧
場
㈲

社
　
長
　
高
村
　
圭
介

Ｒ
Ｔ
工
業
㈲

社
　
長
　
前
原
良
太
郎

㈱
シ
マ
ダ
工
務
所

社
　
長
　
篠
原
　
　
章

日
本
ゼ
ウ
ス
工
業
㈱

常
　
務
　
田
中
光
太
郎

平
岩
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

所
　
長
　
平
岩
千
鶴
子

﹇
会
　

計
﹈（
兼
務
）

大
沢
事
務
所

代
　
表
　
大
沢
　
紀
枝

﹇
会
計
監
査
﹈（
兼
務
）

㈲
昇
　
建

社
　
長
　
山
口
　
耕
一

﹇
支

部

長
﹈

㈱
マ
テ
ハ
ン

社
　
長
　
島
山
　
　
淳

﹇
副
支
部
長
﹈

相
沢
鉄
工
㈱

社
　
長
　
相
沢
　
克
友

㈱
オ
カ
ム
ラ
精
工

社
　
長
　
岡
村
　
達
哉

㈲
神
保
商
会

社
　
長
　
神
保
　
次
雄

㈲
五
月
女
鉄
工社

　
長
　
吉
田
　
修
次

﹇
運
営
委
員
﹈

㈱
ア
ミ
イ
ダ

社
　
長
　
阿
久
戸
忠
雄

㈱
ア
ミ
イ
ダ

工
場
長
　
阿
久
戸
英
男

㈲
エ
ー
・
ピ
ー
・
エ
ム

社
　
長
　
布
施
　
雄
一

齊
藤
貴
子
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

所
　
長
　
齊
藤
　
貴
子

㈱
ニ
ノ
ミ
ヤ

課
　
長
　
柳
岡
　
　
宏

㈱
松
村
機
械
製
作
所

社
　
長
　
根
岸
　
澄
子

㈱
ヤ
ゲ
タ
精
器社

　
長
　
八
下
田
俊
明

友
理
企
画

代
　
表
　
鴨
井
　
　
修

﹇
青

年

部
﹈（
兼
務
）

㈲
橋
田
機
設

常
　
務
　
橋
田
　
康
宏

﹇
会
計
監
査
﹈

福
島
会
計
事
務
所

所
　
長
　
福
島
江
美
子

﹇
支

部

長
﹈

㈲
ノ
ー
ム
ラ
ン
ド
高
橋

社
　
長
　
高
橋
　
宣
明

﹇
副
支
部
長
﹈

阿
左
見
メ
カ
ニ
カ
ル

代
　
表
　
阿
左
見
徳
之

㈱
北
毛
久
呂
保社

　
長
　
兵
藤
　
武
志

㈱
前
田
設
備

部
　
長
　
前
田
　
善
成

﹇
運
営
委
員
﹈

グ
リ
ン
リ
ー
フ
㈱

社
　
長
　
澤
浦
　
彰
治

㈲
宮
田
徳
彦
農
場

社
　
長
　
宮
田
　
徳
彦

㈲
ク
チ
キ
テ
ッ
ク

社
　
長
　
朽
木
　
　
康

㈱
野
菜
く
ら
ぶ専

　
務
　
毛
利
　
嘉
宏

橋
本
労
務
管
理
事
務
所

所
　
長
　
橋
本
　
孝
子

㈲
農
園
星
ノ
環社

　
長
　
星
野
　
高
章

㈱
木
村
畜
産

社
　
長
　
木
村
　
恵
一

㈱
ツ
ノ
ダ
フ
ァ
ー
ム

角
田
　
拓
弥

﹇
会
計
監
査
﹈

農
事
組
合
法
人
吉
野
牧
場

代
表
理
事
　
吉
野
　
憲
司

﹇
支

部

長
﹈

㈲
小
林
電
気
工
業
所

社
　
長
　
小
林
　
裕
一

﹇
副
支
部
長
﹈

㈱
大
　
洋

社
　
長
　
清
塚
　
　
徹

㈲
ハ
ル
ナ
工
芸社

　
長
　
植
杉
　
隆
士

﹇
運
営
委
員
﹈

池
沢
自
動
車
整
備
工
場

池
沢
　
孝
介

㈱
オ
ー
ケ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

社
　
長
　
岡
部
　
幹
雄

ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
社
会
保
険
労
務
士
行
政
書
士
事
務
所

所
　
長
　
金
井
　
雄
吾

㈲
錦
光
堂

社
　
長
　
為
谷
　
貴
士

㈱
群
馬
サ
イ
ク
ル
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

社
　
長
　
石
田
　
勝
弥

Ｔ．

Ｍ．

企
画代

　
表
　
佐
藤
と
し
子

㈲
ラ
イ
ブ
フ
ォ
ー

社
　
長
　
奈
良
　
春
明

㈱
ホ
リ
グ
チ

取
締
役
　
鈴
木
　
　
実

渋
な
び

代
　
表
　
高
橋
　
　
緑

﹇
会
計
監
査
﹈

和
心
の
宿
オ
ー
モ
リ

社
　
長
　
大
森
　
隆
博

太
田
支
部

太
田
支
部 

太
田
支
部 

沼
田
支
部

沼
田
支
部 

沼
田
支
部 

渋
川
吾
妻
支
部

渋
川
吾
妻
支
部 

渋
川
吾
妻
支
部 

【前 橋 支 部】『学んで実戦、みんなで前進』
【高 崎 支 部】『取り組もう、有事想定経営！』
【伊勢崎支部】『学びあい､教えあって困難に立ち向かおう！』
【桐 生 支 部】『より良い会をめざし､より良い仲間を増やしましょう！』
【太 田 支 部】『絆』～思いをつなぎ、心をつなごう～
【沼 田 支 部】『今こそ“経営者魂”を燃やせ！』
【渋川吾妻支部】『笑顔で経営！心はひとつ！』

ス
ロ
ー
ガ
ン



同 友 ぐ ん ま第351号 2011年７月号（4）

五
月
十
八
日
（
水
）、
ホ
ワ
イ
ト

パ
ー
ク
を
会
場
に
第
七
回
渋
川
吾
妻

支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
、
新
支
部
長

と
し
て
小
林
裕
一
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
後
半
は
、
岐
阜
同
友
会
の
元

代
表
理
事
で
、
未
来
工
業
㈱
創
始
者

の
山
田
昭
男
氏
を
迎
え
、「
楽
し
て

儲
け
る
！
〜
発
想
と
差
別
化
の
型
破

り
経
営
論
〜
」
と
題
し
て
の
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

メ
デ
ィ
ア
に
も
度
々
登
場
す
る
名

物
経
営
者
と
あ
っ
て
、
他
支
部
か
ら

も
大
勢
が
駆
け
つ
け
、
参
加
者
は
八

〇
名
を
超
え
ま
し
た
。

ス
イ
ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
で
圧
倒
的
な

シ
ェ
ア
を
握
る
未
来
工
業
に
は
、
普

通
の
企
業
に
あ
る
も
の
が
無
く
、
無

い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
有
名
な
話
。

営
業
の
ノ
ル
マ
が
無
い
、「
ホ
ウ
・

レ
ン
・
ソ
ウ
（
報
告
・
連
絡
・
相

談
）」
の
習
慣
が
な
い
、
工
場
の
作

業
服
が
無
い
。
更
に
仕

事
は
午
後
四
時
四
十
五

分
ま
で
で
、
残
業
も
禁

止
。
年
末
年
始
に
は
十

九
連
休
、
お
盆
と
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
十

連
休
を
含
め
て
年
間
の

休
日
は
お
よ
そ
一
四
〇

日
で
有
給
休
暇
は
別
。

そ
れ
で
も
給
与
水
準
は

地
域
で
一
番
、
等
な
ど

…
。
今
回
も
、
こ
れ
ら

の
型
破
り
な
経
営
と
、

独
創
的
な
発
想
の
経
営

方
針
を
惜
し
み
な
く
、

時
間
の
許
す
限
り
伺
い

ま
し
た
。

驚
い
た
の
は
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ

に
明
確
な
根
拠
が
あ
る
こ
と
で
し

た
。
す
べ
て
が
「
ど
う
し
た
ら
社
員

が
楽
し
く
働
け
る
か
、
ど
う
す
れ
ば

差
別
化
で
き
る
か
」
と
い
っ
た
と
こ

ろ
を
根
幹
に
考
え
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
九
〇
分
間
の
講
演
か
ら
う
か
が

い
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

と
て
も
八
〇
歳
と
は
思
え
な
い
パ

ワ
フ
ル
な
講
演
に
誰
も
が
息
を
の

み
、
惹
き
つ
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
我
々
に
足
り
な

い
も
の
を
感
じ
と
っ
た
。
も
っ
と
や

り
方
を
考
え
れ
ば
出
来
る
こ
と
を
知

っ
た
」「
社
員
の
や
る
気
を
引
き
出

し
、
自
分
た
ち
で
考
え
て
行
動
す
る

能
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
な
ど
、
参

考
に
な
る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
し

た
が
、
正
直
こ
れ
ほ
ど
の
待
遇
で
会

社
が
成
り
立
つ
こ
と
が
ま
だ
信
じ
ら

れ
な
く
て
…
」「
不
景
気
な
ど
と
い

う
言
葉
は
言
い
訳
に
過
ぎ
な
い
と
痛

感
し
た
。
山
田
さ
ん
の
よ
う
な
感
性

を
磨
い
て
い
き
た
い
」「
社
員
の
満

足
度
ア
ッ
プ
を
常
に
考
え
て
い
る
の

は
素
晴
ら
し
い
！
や
っ
ぱ
り
そ
こ
な

ん
で
す
ね
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

蔵前産業株式会社 
〒379-2153 前橋市上大島町176-44 

TEL  027（261）3552    FAX 027（261）0414 

ISO9001・ISO14001　認証取得 

代表取締役　橋本　勝 

アルミ精密部品の切削加工メーカー 

有限会社 エーピーエム 
充実した設備と長年培った確かな技術力で 
お客様のご要望にお応えします！ 

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2 
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059 

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com

部品加工の  

ホームページで仕事の受注が出来ました。 
　　　好評「部品加工のマテハン」 

URL : http ://www.kk-matehan.co.jp/ 
E-mail : mth@kk-matehan.co.jp

株式会社 

同 友 会 の 製 造 業 と 連 携 し て  
北関東機械加工センターを目指します。 

従業員数　22名
代表取締役　　山　　淳
群馬県太田市矢田堀町351-6
TEL　0276（37）4571
FAX　0276（37）4562

渋
川
吾
妻
支
部
総
会 
発
想
と
差
別
化
の

発
想
と
差
別
化
の「
型
破
り
経
営
論
」

「
型
破
り
経
営
論
」 

発
想
と
差
別
化
の「
型
破
り
経
営
論
」



同 友 ぐ ん ま（5）2011年７月号 第351号

五
月
十
六
日
（
月
）、
前
橋
問
屋

セ
ン
タ
ー
会
館
を
会
場
に
「
第
二
十

六
回
前
橋
支
部
総
会
」
を
開
催
。
第

一
部
・
総
会
議
事
を
滞
り
な
く
承
認

し
た
後
、
第
二
部
・
記
念
講
演
を
行

い
、
前
橋
支
部
会
員
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
他
支
部
会
員
や
各
社
社
員
さ

ん
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
ど
、
会
場
は

二
〇
〇
名
を
越
え
る
参
加
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

講
師
に
は
、
年
間
三
〇
〇
回
以
上

の
講
演
会
で
全
国
を
飛
び
回
る
、
㈲

ク
ロ
フ
ネ
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長
・
中
村

文
昭
氏
を
迎
え
、
自
身
の
著
書
名
に

か
」
を
教
え
ら
れ
、
涙
が
止
ま
ら
な

か
っ
た
師
匠
と
の
初
対
面
、「
自
分

の
都
合
を
捨
て
、
人
を
喜
ば
せ
る
こ

と
」
を
学
ん
だ
行
商
時
代
の
日
々
、

地
元
三
重
に
戻
っ
て
二
億
円
の
借
金

か
ら
始
め
た
お
店
の
大
繁
盛
、「
頼

ま
れ
事
は
試
さ
れ
事
」
と
、
ひ
ょ
ん

な
こ
と
か
ら
引
き
受
け
た
講
演
依
頼

が
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
年
間
三
〇
〇
回

に
…
な
ど
な
ど
、
多
彩
な
話
題
を
通

し
て
「
世
間
体
や
安
定
、
ま
し
て
や

お
金
で
は
な
い
、
本
当
に
大
切
な
生

き
る
た
め
の
力
」
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
金
の
入
口
よ
り
出
口
。

儲
け
る
こ
と
よ
り
も
何
の
た
め
に
経

営
を
し
て
い
る
の
か
が
大
切
」「
ど

ん
な
商
売
で
も
基
本
は
人
間
力
。
お

客
さ
ん
に
ま
た
会
い
た
い
と
思
わ
せ

る
こ
と
」「“

で
も‘

を“

こ
そ‘

に
変

え
る
。
不
景
気
だ
か
ら
こ
そ
、
震
災

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
を
考
え
て
い

く
」「
お
も
し
ろ
さ
の
座
標
軸
を
社

員
さ
ん
に
描
か
せ
て
あ
げ
る
の
が
社

長
の
役
目
」
な
ど
、
経
営
者
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
数
多
く
投
げ
か
け

ま
し
た
。

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、「
中

村
さ
ん
の
仕
事
・
人
生
に
向
か
う
姿

勢
に
感
銘
を
受
け
た
。
モ
ヤ
モ
ヤ
し

て
い
た
自
分
の
考
え
が
明
確
に
な
っ

た
」「
で
き
な
い
理
由
ば
か
り
探
し

て
い
た
こ
と
に
反
省
。“

中
村
流
四

つ
の
鉄
板
ル
ー
ル‘

を
明
日
か
ら
実

践
し
て
い
き
た
い
」「
な
ん
の
た
め

に
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
？
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
講
演
会
だ
っ
た
」

な
ど
が
綴
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

も
な
っ
て
い
る

「
お
金
で
な
く
、

人
の
ご
縁
で
で
っ

か
く
生
き
ろ
」
を

テ
ー
マ
に
、
笑
い

と
涙
、
教
訓
と
激

励
を
散
り
ば
め

た
、
心
に
響
く
体

験
談
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

作
務
衣
姿
で
演

台
に
立
っ
た
中
村

氏
は
、
家
出
同
然

で
単
身
上
京
後
、

師
匠
と
の
出
会
い

を
キ
ッ
カ
ケ
に
人

生
が
大
き
く
変
わ

っ
て
い
っ
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
。

「
生
き
る
と
は
何

か
、
仕
事
と
は
何

前
橋
支
部
総
会 
お
金
で
な
く
、

お
金
で
な
く
、人
の
ご
縁
で
で
っ
か
く
生
き
ろ

人
の
ご
縁
で
で
っ
か
く
生
き
ろ
 

お
金
で
な
く
、人
の
ご
縁
で
で
っ
か
く
生
き
ろ

研削加工のワンストップショッピング 
円筒研削・内面研削・成形研削・プロファイル研削 
FAX1枚で完成品をお届け 

株式会社 アミイダ 
〒373-0806 群馬県太田市龍舞町4645 

TEL / 0276-30-3570  FAX / 0276-30-3575 
URL / www.actpg.co.jp



同 友 ぐ ん ま第351号 2011年７月号（6）

五
月
十
三
日
（
金
）、
高
崎
市
総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
第
二

十
六
回
高
崎
支
部
総
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

議
事
が
滞
り
な
く
終
了
し
た
後
の

第
二
部
で
は
、報
告
者
を
㈱
Ｉ
Ｐ
Ｆ
、

代
表
取
締
役
・
市
川
悟
氏
が
務
め
、

「
ユ
ー
ザ
ー
本
意
の
モ
ノ
づ
く
り
〜

多
方
向
か
ら
の
視
点
が
、
新
た
な
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
生
み
出
す
〜
」
を
テ
ー

マ
に
こ
れ
ま
で
の
体
験
談
が
語
ら
れ

ま
し
た
。

市
川
氏
は
、
始
め
に
「
企
業
の
目

的
は
い
か
に
会
社
を
存
続
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
。

っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
説
明
し

ま
し
た
。

ま
た
、
営
業
に
お
い
て
大
切
な
の

は
「
お
客
様
の
要
望
に
ど
れ
だ
け
応

え
ら
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た

め
に
、
Ｉ
Ｐ
Ｆ
で
は
お
客
様
満
足
度

調
査
を
毎
月
行
い
、
会
議
で
ど
う
す

れ
ば
期
待
に
応
え
ら
れ
る
か
を
話
し

合
っ
て
い
る
」
と
、
ど
ん
な
要
望
や

ク
レ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
し
て
も
情
報

は
宝
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を

大
切
に
し
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
く
こ

と
へ
の
必
要
性
を
参
加
者
に
語
り
か

け
ま
し
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
メ
ー

そ
の
為
に
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
経
済
の
中
で
、
ど
れ

だ
け
自
社
の
現
状
を
正
確
に
把

握
で
き
て
い
る
の
か
が
重
要
」

と
指
摘
。
そ
の
う
え
で
「
特
に

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
現
場
で
あ
る
」
と
し
、
昔

の
農
家
の
教
え
を
紹
介
。“

畑

の
農
作
物
は
足
音
を
聴
い
て
育

つ‘
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
現

場
を
大
切
に
し
、
現
状
を
正
確

に
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
会

社
の
中
か
ら
様
々
な
も
の
が
育

カ
ー
と
し
て
生
産
か
ら
販
売
ま
で
を

一
貫
し
て
や
ろ
う
と
す
る
中
で
「
特

に
難
し
か
っ
た
の
は
売
る
こ
と
だ
っ

た
。
商
社
に
任
せ
て
い
た
時
期
も
あ

っ
た
が
、
そ
れ
で
は
当
然
利
益
も
薄

く
な
る
し
、
何
よ
り
お
客
様
の
生
の

声
が
入
っ
て
こ
な
い
」
と
、
試
行
錯

誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
活
動
を
通
し
て
販
売
ル
ー
ト

を
確
立
し
て
き
た
市
川
氏
の
、
気
持

ち
の
こ
も
っ
た
一
言
一
言
か
ら
は
、

こ
れ
ま
で
Ｉ
Ｐ
Ｆ
が
積
み
重
ね
て
き

た
確
か
な
歴
史
が
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。最

後
に
参
加
者
か
ら
は
「
常
に
お

客
様
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
」「
現
状
を
理
解
し
て

こ
そ
目
標
が
掲
げ
ら
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
し
た
」「
お
客
様
の
声
に
ど
れ

だ
け
応
え
て
い
く
こ
と
が
出
来
る
の

か
？
ま
た
応
え
よ
う
と
す
る
の
か
が

大
切
な
の
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し

た
」
と
い
っ
た
意
見
が
聴
か
れ
ま
し

た
。

高
崎
支
部
総
会 
ユ
ー
ザ
ー
本
意
の
モ
ノ
づ
く
り

ユ
ー
ザ
ー
本
意
の
モ
ノ
づ
く
り
 

ユ
ー
ザ
ー
本
意
の
モ
ノ
づ
く
り

「水なし印刷」をお薦めします 
「水なし印刷」は、有害な廃液を含む湿し水を一切使用せず 

現像工程の現像液使用量・廃液量も大幅減、またCO2排出量も削減します。 
環境への負荷が格段に少ない印刷システムです。 

私たちは、これからも環境に、お客様にやさしい企業を目指します。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。 

そ
れ
は
お
客
様
と

そ
れ
は
お
客
様
と 

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、 

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。 

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
。 

そ
れ
は
お
客
様
と 

未
来
の
地
球
の
た
め
に
、 

や
さ
し
い
企
業
で
あ
る
こ
と
。 



同 友 ぐ ん ま（7）2011年７月号 第351号

イチオシ 

会員企業紹介 
わが社の 

㈱正英 
小暮　英隆氏（太田支部所属） 

酸 素 カ プ セ ル  

Q
&

 

 
 
A

▼
イ
チ
オ
シ
を
詳
し
く

当
社
の
「
酸
素
カ
プ
セ
ル
」
は
、

１
・
１
〜
１
・
３
気
圧
、
マ
イ
コ
ン

自
動
制
御
、ア
ル
ミ
ハ
ー
ド
ボ
デ
ィ
。

総
レ
ザ
ー
張
り
仕
様
（
基
本
は
白
。

他
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
は
オ
プ
シ
ョ
ン

で
一
〇
八
色
の
レ
ザ
ー
か
ら
選
択
可

能
）
で
す
。

一
般
的
に
言
わ
れ
る
酸
素
カ
プ
セ

ル
の
効
果
・
効
能
が
実
証
さ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
は
少
な
い
で
す
。「
お
客

様
に
常
に
正
直
な
企
業
で
あ
り
た

い
」
と
い
う
企
業
理
念
か
ら
、
東
京

大
学
大
学
院
と
協
力
体
制
を
確
立

▼
会
社
概
要
を
教
え
て
く
だ
さ
い

自
動
車
内
装
部
品
製
造
、
各
種
縫

製
品
・
ア
セ
ン
ブ
リ
、
金
属
プ
レ
ス

部
品
・
金
型
製
作
・
加
工
、
健
康
機

器
・
医
療
用
椅
子
な
ど
の
設
計
・
開

発
・
製
造
で
す
。

固
い
も
の
か
ら
軟
ら
か
い
も
の
ま

で
、
完
成
品
に
し
て
出
荷
す
る
の
が

モ
ッ
ト
ー
。
お
客
様
の
あ
ら
ゆ
る
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
企
業
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

▼
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

平
成
九
年
九
月
に
㈱
正
英
に
入

社
。
そ
の
直
後
か
ら
大
手
マ
ッ
サ
ー

ジ
メ
ー
カ
ー
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
椅
子
の

開
発
に
携
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

「
も
の
づ
く
り
」
と
は
程
遠
い
会
社

で
ル
ー
ト
営
業
を
し
て
い
た
の
で
、

ま
っ
た
く
知
識
の
な
い
と
こ
ろ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

最
初
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
し

た
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
操
作
を
教
え
て
く
れ
る

人
が
い
ま
し
た
が
、
一
ヶ
月
も
す
る

と
そ
の
人
は
イ
ン
ド
放
浪
の
旅
へ

（
笑
）。
一
人
残
さ
れ
た
私
は
独
学
・

実
戦
で
覚
え
ま
し
た
。

趣
味
は
下
手
な
り
に
ゴ
ル
フ
で

す
。

し
、
学
術
的
な
視
点
か
ら
も
研
究
を

開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
別
タ
イ
プ
の
酸
素
カ
プ
セ

ル
を
大
手
健
康
器
具
メ
ー
カ
ー
に
Ｏ

Ｅ
Ｍ
供
給
し
て
い
ま
す
。

▼
開
発
の
経
緯
は

出
発
点
は
「
メ
ー
カ
ー
に
な
り
た

い
」「
自
社
製
品
を
つ
く
り
た
い
」

と
い
う
社
長
の
想
い
で
し
た
。
こ
れ

ま
で
健
康
機
器
の
設
計
・
開
発
・
製

造
で
蓄
積
し
て
き
た
技
術
を
応
用
で

き
る
「
も
の
づ
く
り
」
を
模
索
し
続

け
た
結
果
、
辿
り
着
い
た
の
が
酸
素

カ
プ
セ
ル
で
す
。

今
後
、
自
分
の
健

康
は
自
分
で
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
世

の
中
に
な
る
と
思
う

の
で
、
個
人
ユ
ー
ザ

ー
を
想
定
し
て
つ
く

り
ま
し
た
。
イ
ン
テ

リ
ア
に
も
馴
染
む
よ

う
に
弊
社
が
得
意
と

す
る
縫
製
・
張
り
技

術
を
駆
使
し
て
、
総

レ
ザ
ー
張
り
に
す
る

な
ど
、
他
社
に
は
な

い
独
自
性
を
備
え
て

い
ま
す
。

▼
評
判
は
ど
う
で
す
か

「
脚
の
痛
み
が
和
ら
い
だ
」「
肌

の
ハ
リ
が
良
く
な
っ
た
」「
気
持
ち

が
穏
や
か
に
な
っ
た
」「
目
覚
め
が

ス
ッ
キ
リ
し
、
体
が
軽
く
な
っ
た
」

「
総
レ
ザ
ー
張
り
な
の
で
和
室
で
違

和
感
が
な
い
」「
ス
イ
ッ
チ
類
が
整

備
さ
れ
て
い
て
使
い
や
す
い
」
な
ど

な
ど
、
お
か
げ
さ
ま
で
た
い
へ
ん
好

評
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

▼
課
題
は
何
で
す
か

気
圧
が
高
ま
る
と
耳
抜
き
を
必
要

と
し
ま
す
。
現
在
の
仕
様
は
マ
イ
コ

ン
制
御
で
耳
抜
き
補
助
機
能
を
備
え

て
い
ま
す
が
、
新
た
に
任
意
で
で
き

る
耳
抜
き
機
能
を
追
加
し
た
い
で
す
。

ま
た
、
カ
プ
セ
ル
内
の
空
調
や
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
を
出
す
た

め
、
オ
プ
シ
ョ
ン
で
ス
ピ
ー
カ
ー
や

モ
ニ
タ
ー
、
ボ
デ
ィ
ー
ソ
ニ
ッ
ク
な

ど
の
設
置
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。今

後
も
東
京
大
学
と
の
共
同
研
究

で
さ
ら
な
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図

り
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
酸
素
カ
プ
セ

ル
を
提
案
し
て
い
き
た
い
で
す
。

▼
最
後
に
一
言

常
に
変
化
し
続
け
る
世
の
中
に
柔

軟
に
対
応
し
、
よ
り
良
い
製
品
づ
く

り
で
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
企
業
を
目

指
し
ま
す
。
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同友会のホームページで 
会員検索できます。 

【農水省が６次産業事業認定】 グリンリーフ㈱
農林水産省関東農政局は31日、今年３月施行の６次

産業化法に基づく「総合化事業計画」として30件を認
定した。本県からはグリンリーフ㈱、代表取締役・澤
浦彰治氏（沼田支部所属）の計画が入った。計画認定
は同法施行後初めて。
同法は農林漁業の生産、加工、販売の一体化を推進

して生産者の経営改善や農林漁業振興につなげるのが
狙い。認定された計画は①日本政策金融公庫の融資期
間延長②試作品開発、販路開拓に対する国の補助率ア
ップ－などの支援が受けられる。
グリンリーフはコンニャクイモなどの栽培や加工、

販売を手掛ける農業生産法人。認定された計画は自社
農場などで生産したダイコンやホウレンソウ、ブロッ
コリーに皮むき、加熱殺菌などの加工を施し、ホテル
や業務用向けに販路を開拓する内容。［６／１付上毛］

【企業の震災対応策学ぶ】 ㈱高崎総合コンサルタンツ
合同会計グループの㈱高崎総合コンサルタンツ、代

表取締役・加藤勝二氏（高崎支部所属）はこのほど、
合同会計研修センターで「震災に打ち勝つ経営者のた
めの逆転発想経営術」と題したセミナーを開き、経営
者や後継者ら約20人が出席した。
講師は、同社コンサルタントの竹野谷周久氏。竹野

谷氏はまず、「東日本大震災などの影響で多くの企業
が厳しい経営環境にあるが、その中でも必ず増収増益
の企業はある。一部の成功者とその他大勢に分かれる」
と指摘。
その上で、もののとらえ方として、一点の光しか見

えない「トンネルビジョン」と、広い視野や既成概念
を捨てた発想の「ファネルビジョン」を紹介。ビジネ
スを飛躍させるにはファネルビジョンが求められると
強調した。 ［６／２付ぐん経］

【使用電力の「見える化」実現】 ㈱ペリテック
各種試験・検査装置開発の㈱ペリテック、代表取締

役・平豊氏（高崎支部所属）はこのほど、「電力の見
える化」を実現する低価格電力モニタリングシステム
「eneGraph（エネグラフ）」を開発した。福島第一原
発事故による夏場の電力不足から、政府が15％の節電
目標を掲げるなど、節電機運は急激に高まっており、
６月20日から自社のホームページを通じて販売する。
また、個人向けにはエネグラフとほぼ同様の機能を実
現する工作キットをラインアップ。「夏休みに親子で
チャレンジしてもらえれば」としており、“節電の夏”
に向け、こちらも脚光を浴びそうだ。
平社長は、「どんな機器がどれくらい電気を使って

いるか、ほとんどの人は分かっていない。そこが分か
らなくては、効果的な節電ができるはずもない。当社
の商品が、そうしたことを学んでもらえるきっかけに
なれば」と話す。 ［６／９付ぐん経］

【節電、防災関連に注目】 ㈱モテキ
高圧ガス、工作機械、プロパンガスなどの専門商社、

㈱モテキ、代表取締役・茂木俊宏氏（高崎支部所属）

は４・５日の２日間、恒例の展示会「モテキトータルフ
ェア2011」を高崎問屋街センターで開いた。約100社が
出展し、最新の機器やシステムなどを紹介した。
同展示会は85年から１年おきに開催しており、今回で

14回目。テーマは「活気あふれる明日へ」とした。取引
先の企業や個人など２日間で約4,800人が来場した。
茂木社長は「当社の扱う商品の幅広さを知ってもらえ

ればと考え実施している。震災後、需要は落ち込んだが、
５月から元に戻っている」と話している。

［６／９付ぐん経］

【企業向けセミナーを展開】 ライフワークマネジメント
今年２月に創業したライフワークマネジメント、代

表・村山秀樹氏（高崎支部所属）は、企業向けセミナー
事業を行っている。それまで村山氏がボランティアで研
修講師を務めていたが、依頼数が増加してきたため個人
創業し、本格的に取り組むこととした。受講生参加型の
ゲームなどを取り入れたプログラムが特徴だ。
企業から依頼があると、まず経営者や従業員へのヒア

リング（無料）を実施し、会社の状況や問題点、ニーズ
などを把握。その上で、その企業に最適なプログラムほ
オーダーメイドで作成する。
村山代表は「『新たな気付きが得られた』『時間を忘れ

るくらい楽しかった』などの感想が受講生から寄せられ
ている。これまでのリピート率は100％」と話している。

［６／16付ぐん経］

【ワンストップで法人設立サポート】 税理士法人向田会計
税理士法人向田会計、所長・向田靖氏（桐生支部所属）

はこのほど、開業のサポートに特化したサイト「新規開
業支援センター」（http://www.keiei-soudan.jp/）を開設
した。法人設立に伴う業務をワンストップでサポートし
ていく。
サイトで紹介しているのは月額１万5,750円の「税務顧

問プラン」と同２万1,000円の「税務・会計あんしんプラ
ン」の大きく分けて２種類。両プランとも、開業資金調
達のための経営計画は無料で作成する。
向田所長は「特化ページにすることで、検索で出やす

くなった。開業しようと思った段階で相談してもらえれ
ば、丸抱えでサポートしていく」と話している。

［６／16付ぐん経］

【節電、猛暑対応品に注目】㈲企業ユニフォームアカデミー
各種ユニフォーム販売を手掛ける㈲企業ユニフォーム

アカデミー、代表取締役・藤井雅巳氏（太田支部所属）
では、本格的な夏を前に「節電ビズ」対応ユニフォーム
や猛暑対策ユニフォームなどへの受注や問い合わせが増
えている。
同社によると、東日本大震災に伴う福島第一原発の事

故により、例年以上に節電が必要となる中、従来の作業
着から、より涼しいドライ素材のＴシャツやポロシャツ
にシフトする傾向が見られるという。
藤井社長は「（背中にファンが付いている）空調服シ

リーズはメディアなどでも取り上げられているので、認
知度が高まってきている。多くの企業から『涼しい服を
提案してほしい』という要望をいただいている」と話し
ている。 ［６／16付ぐん経］

代表取締役  朽木　康 
こう 

800Ｗのハロゲンヒーター1,250個分の熱 電力節減は 
  　       から 遮熱 遮熱 遮熱 

(有)クチキテック 
TEL 0278（22）0691／FAX0278（22）0696 
http://www.kuchikitec/jp（クチキテックで検索） 

太陽からは１kw/Gのエネルギーが放射されます。
1,000Gの屋根なら800wのハロゲンヒーター1,250個
分の熱に匹敵します。冷房電力を使いお金をかけて
この熱を冷やすより、まず遮熱です。 
遮熱塗装で冷房温度を2℃上げることができます。
これにより、10％の節電が可能です。 

関東防災工業株式会社 
消防設備・電気設備のことなら 

■本　　　社　〒371-0056　群馬県前橋市青柳町583-2 
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）234-3351（代） 
■安中事務所　〒379-0126　群馬県安中市西上磯部1736
　　　　　　　　　　　　  TEL（027）385-5261 
■東毛営業所　〒370-0801　群馬県太田市台之郷町732-30
　　　　　　　　　　　　  TEL（0276）46-0736


